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1. はじめに 
宇佐神宮において、古代末期から近世にかけ

て活動した建築工匠家に小山田家がある。小山

田家は、奈良時代から平安時代末にかけて、宇

佐氏と交互に大宮司職に任じられた大神氏の

宗家である。また、同家は、宇佐八ヶ社の一つ

である小山田社司職や御装束所検校職 1）、さら

には、大々工職を世襲したとされる。 

ところで、この大々工職を所有するのは元慶

3 年（879）からで、中世後期までは惣大工と

同義未分化であり、特に、弘安から正応（1278

～1292）頃まで惣大工を、これ以降は大々工の

名称を用いたとされる 2）。 

一方、近世では、宇佐神宮所蔵の「家系略書

上帳写」等から、惣大工を生野、寺大工を田口

というように、大工の役職を特定の大工家が世

襲したとされる 3）。 

以上のように、宇佐神宮で活動した建築工匠、

特に惣大工の性格等が中世と近世で異なる等、

建築工匠の活動の変化について不明な部分が

多い。そこで本稿では、宇佐神宮で活躍した建

築工匠・大神氏（小山田家）を中心にして、古

代末から近世初期にかけての系譜とその活動

内容を検討する。尚、本稿では、系図等の後世

の編纂物等の使用は極力避け、同時代史料をも

とに論じる。 

 

2. 11・12世紀 
宇佐神宮において、建築工匠名が史料上初め

て確認できるのは、長元 3 年（1030）の仮殿遷

宮における「大工元平、少工、長七人、列工」
4）である。これら建築工匠は、大工・少工とい

った名称等から、木工寮もしくは修理職に属す

る建築工匠、いわゆる官工と、その配下の工匠

と推定される。 

一方、11 世紀末年から 12 世紀 80 年代にか

け、大神氏所有の田畠に関して、一族内で相論

が生じる。その相論の中で、建築工匠を下記の

ように「大工」と呼ぶ（工匠名の初出年を記す）。 

大治 5 年（1130）「大工末貞」5） 

保元元年（1156）「大工友成」6） 

長寛 2 年（1164）「造御輿大工…大神貞安」7） 

文治 2 年（1187）「大工秦安利」8） 

また、鎌倉時代に、33 年ごとの式年造替が

始まり、その最初が建久度である。建久 2 年

(1191)の御輿採杣山祓では「造御輿行事所並大

工大神貞遠」9）、建久 6 年の御輿木作始では「造

御輿大工御装束所正検校大神貞遠」10）と記さ

れる。そのため、大神氏は、12 世紀前期より

末期にかけて「大々工」ではなく「大工」に任

じられたといえる。そして、建久 2 年の宇佐宮

立柱・上棟では、大神貞遠以下、「社家大工成房 

寺家大工成光」11）とあることから、配下に「社

家大工」や「寺家大工」がいたといえる。 
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3．13世紀 
嘉禄・正嘉・正応の式年造替において、大神

氏が発給した申状に「惣大工」が記される。例

えば嘉禄 3 年（1227）の大神国貞申状には 12）、 

 

 （裏書）「件番匠作料百疋別拾疋、宮大工

欠物事、早任例文并府宣之状、可

致其沙汰之状如件、 

             沙弥在判 

           少弐藤原朝臣在判」 

造 八幡宇佐宮惣大工兼弁官大神国貞解 

申進申文事 

 請被且依先例、且任例文並度々府宣及府行   

事所御下文等、賜御下知致沙汰、諸番匠作   

料百疋別十疋缼物子細状、 

 副進 例文並府行事所御下知状 

右謹検旧貫、三十三年一度当宮造替之時、筑

前・筑後・肥前・肥後・豊前・豊後・大隅・

薩摩・日向国等之所課、為惣大工之沙汰、令

支配諸番匠、百疋別十疋之缼物、致其沙汰者、

先例申、且度々府宣厳重之上、当先度主典行

事監代助兼依□致猶々之沙汰、為貫首行事所

御下文旨、賜御下知為被致其沙汰、勒子細言

上如件、以解、 

嘉禄三年十二月三日 惣大工大神朝臣国貞上 

 

とあり、惣大工大神氏の支配する諸番匠に対し

て、作料 100 疋あたり 10 疋を缼物、すなわち

惣大工の得分とすることが記される。また、こ

の申状には、幕府奉行人（越中七郎左衛門入道、

少弐資頼）の裏書がなされ、さらに、正嘉元年

（1257）の大神為貞（国貞の子）や、正応元年

（1288）の貞行（為貞の子）の申状は、幕府奉

行人の外題裁許を得ている 13）。そのため、惣

大工得分は、鎌倉幕府から認められたものとい

える。 

一方、上述した大神貞行には、弘安元年

（1278）に御炊殿大工職安堵の奉書が発給さ

れ 14）、そこには、「当宮御装束検校同大々工貞

行」と記される。そのため、貞行は宇佐神宮の

「大々工」であるとともに「惣大工」にも任じ

られていたといえる。 

ところで、この奉書は「大々工」を記す最も

古い同時代史料であり 15）、宇佐神宮の本家で

ある近衛家より宇佐大宮司に宛てたものであ

る。京都の近衛家が、なぜ、貞行を「大々工」

と記したかは不明だが、これを契機に、以後、

大神氏は自らを「大々工」と称するようになる。 

4．14・15世紀 
14 世紀初期の宇佐大宮司から大神貞世への

楼門工事遅滞に関する下文 16）は、「（前略）造

営大々工得分事」で書き始められ、「神殿以下

宮中舎屋造営之時者、毎度大々工令レ取二缼物一

作料百疋別十疋之条。社家代々御下知分明也」とあ

り、「作料百疋別十疋」の大々工得分を造営費

に充てることが社家代々の下知により明らか

とある。つまり、この時期「作料百疋別十疋」

の得分は、「惣大工」ではなく「大々工」に付

帯するものへと変化したといえる。 

このことを申状等で確認すると、前述した嘉

禄 3 年・正嘉元年・正応元年の申状等では、書

き出しを「造 八幡宇佐宮惣大工弁官大神」と

するのに対し、元享 2 年（1322）の大神敦貞申

状では、「造 八幡宇佐宮大々工大神」とする。

そして、「為大々工沙汰、令支配干諸番匠、作

料百疋別十疋、缼取之条」17）とも記しており、

「作料百疋別十疋」の得分は「大々工」に付帯

したものであることが確認できる。しかも、元

享 2 年の申状において、正嘉元年・正応元年の

各申状と同様に幕府奉行人の外題裁許を得て

おり、幕府によって認められものといえる。 

他方、元享 2 年の宇佐宮仮殿造営では、禄物

が大々工と長3人に下され 18）、至徳4年（1387）

の宇佐宮御炊殿竪柱上棟では、祝物が「太大工

並大工以下諸番匠」に下される 19）。これらの

ことからも、14 世紀では、「大々工」が広く使

用されたといえる。 

ところで、京都・東寺では、13 世紀末頃に

「惣大工」を名乗るのは、木工寮・修理職出身

の工匠、いわゆる官工である。そして、15 世

紀になると、工匠の身分は官工から東寺専属の

工匠へと変わるが、依然として「惣大工」を名

乗る。つまり「惣大工」は、13 世紀では官工身

分の工匠を指すのに対し、15 世紀ではその末

裔等の工匠を指すと考えられる 20）。 

宇佐神宮の場合、嘉禄 3 年の大神国貞の幕府

への申状に「八幡宇佐宮惣大工兼弁官大神国貞」

と記すように、大神氏は弁官を兼ねた惣大工、

つまり官工と捉えることも可能である。そのた

め、幕府に大工得分を認めてもらう場合に、あ

えて公的性格の強い「惣大工」を用いたと考え

られる。他方、幕府以外に提出する文書等では、

他の工匠と区別するため「大々工」を名乗った

といえる。その結果、大工得分が半ば公然と認

められる存在となった 14 世紀初期頃からは、

申状に「惣大工」ではなく「大々工」を記した
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のではないかと推定する。 

さらに、明徳元年（1390）の式年造替では、

下宮御炊殿仮殿造営において、大々工・惣大工・

諸番匠にそれぞれ請物が下され 21）、また、応

永 25 年（1417）の上宮第一殿造営では、「大々

工大神貞内 惣大工満助 引頭」22）とある。つ

まり、「惣大工」と「大々工」は、13 世紀後期

では同一人物が任じられるのに対し、14 世紀

後期以降では、それぞれ別人が任じられるもの

へと変化したといえる。尚、延慶 3 年（1310）

に「惣大工屋敷」23）と記されることから、別人

が任じられるのは、14 世紀初期まで遡る可能

性がある。 

 

5．16・17世紀 
16 世紀初頭に、造営工事における、大々工

と惣大工の役割が明文化される。大永 2 年

（1522）3 月の「宇佐宮作事方掟書案」24）で

は、大々工は、毎日辰の刻以前に木屋へ入り、

奉行人とともに番匠方を裁判し、惣大工は、材

木注文や寸尺に相違がないかを確認すると記

す。 

また、大々工、惣大工以外の建築工匠の役職

名が見出せる。永正 4 年（1507）の第 1 殿造

替 25）では、神事用途配分に建築工匠関係とし

て、大々工 2 貫文、惣大工 1 貫文、諸番匠中 2

貫文の他に、寺家大工 1 貫文、杣大工 300 文、

木分大工 300 文、桧皮大工 1 貫文が記され、

新たな建築工匠の役職名として「寺家大工」「木

分大工」等が見出せる。さらに、天文2年（1532）

の宇佐宮杣始手斧立では、工匠の着座順が

「大々工（中略）惣大工、引頭、番匠」26）と記

され、上述した応永 25 年に続いて「引頭」が

見出せる。 

 そして、慶長年間後期の細川氏による造営で

は、大々工・惣大工・寺（家）大工・諸番匠で

構成される事例が複数見出され 27）、元和 3 年

（1617）の宇佐宮下馬鳥居立柱では、「大々工

采女佐、惣大工長左衛門、寺家大工助三郎、引

頭助高、寺家引頭三郎左衛エ門、（満木）喜右

エ門尚久」と記される 28）。 

ところで、元和 4 年（1618）の下宮講演堂の

立柱・上棟に際し、大工勘三郎他 7 人の連署に

よる起請文が作成され、その宛名に「惣大工彦

右エ門、寺家大工助三郎、引頭助二郎、満木喜

右エ門」29）とある。おそらく、この 4 人の建

築工匠が頭となり、番匠等を支配したのであろ

う。 

 さらに17世紀後期、宇佐神宮と領主島原藩

との関係は修復され、幕末までその関係が維持

される。そして、延宝8年（1680）に惣大工生

野加左衛門躬助と寺家大工田口安左衛門光基

により職人補任が行われており、この頃、惣大

工と寺家大工の地位が向上したといえる30）。補

任された「大工」は、並松長五郎・並松久兵衛・

並松吉兵衛、清助吉之丞、岸原源七、生野左源

太、満木松之助、山田花松である。そして、こ

れら建築工匠等に関係する家系図が「はじめに」

で述べた「家系略書上帳写」となる。 

 

6．まとめ 
大神氏（小山田家）の建築工匠としての活動

は、12 世紀中期から確認できる。この頃は「大

工」と記され、建久度造替では、配下に「寺家

大工」「社家大工」を従える。そして、13 世紀

では、嘉禄・正嘉・正応の各式年造替において、

大神氏が発給した申状に「惣大工」が記され、

これは鎌倉幕府に大工得分を認めてもらうた

め、あえてこの時期に公的性格の強い「惣大工」

を用いたと推測される。一方、弘安元年（1278）

の宇佐神宮の本家近衛氏が発給した奉書に、初

めて「大々工」と記される。これ以降、大神氏

は「大々工」を名乗っており、一時期、大神貞

行は、「惣大工」と「大々工」の両方を使用す

る。 

そして、明徳元年（1390）の式年造替で、再

び惣大工が見出される。しかし、この時期の惣

大工は、13 世紀の造替時と異なり、大々工と

惣大工はそれぞれ別人が任じられる。また、新

たに建築工匠の役職として、15 世紀初期に「引

頭」、16 世紀初期の永正度造営では「寺家大工」

が見出せる。但し、建久度の「寺家大工」は、

宇佐神宮方の大工（「社家大工」）に対しての、

神宮寺（弥勒寺）方の大工（「寺家大工」）とい

う意味合いが強いのに対し、永正度の「寺家大

工」は、江戸時代へ続く新たな建築工匠の役職

名と言えそうである。 

慶長度造営では、「大々工、惣大工、寺（家）

大工、諸番匠」、元和 3 年では「大々工、惣大

工、寺家大工、引頭、寺家引頭、喜右エ門」が

見出され、「大々工」「惣大工」「寺家大工」「引

頭」「満木喜右エ門」により番匠等が支配され

る。そして、17 世紀後期になると、惣大工と

寺家大工の地位が向上し、この二人により「大

工」等が補任され、その後、補任された建築工

匠の中から、その役職を幕末まで世襲する建築
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工匠家が現れる。 

 尚、本研究の史料調査に際し、宇佐神宮宝物

殿のお世話になった。謝意を表したい。 

本稿は JSPS 科研費 JP22H34567 の成果の

一部である。 
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紀半ばから 15 世紀にかけて、工事現場ごとに臨

時的に編成された階層組織「大工－引頭―長―連」

で使用された役職名である。他方、宇佐神宮では、

江戸時代に建築工匠家が世襲する役職名に「引頭」

があり、その祖と考えることも可能。尚、この記

事以降、中世において「引頭」は見出せず、次に

見出せるのは 17 世紀初期。そのため、この応永

年間の記事中に見出される「引頭」と、江戸時代

の職名「引頭」とは直接的な関係は薄いといえる。 

23） 宇佐到津文書 99   

24） 小山田 110 

25）宇佐益永文書 185（『史料』29） 

前述した建久 2年（1191）の宇佐宮立柱・上棟に

際し、「社家大工」とともに「寺家大工」が見出せ

る。この時期は、大々工に支配された宇佐神宮関

係の工匠を「社家大工」、神宮寺である弥勒寺関

係の工匠を「寺家大工」と呼んだのであろう。し

かし、15世紀初期の「寺家大工」との関係性は不

明。むしろ、後述する江戸時代の「寺家大工」と

の関係性が大きいと推測される。 

26）小山田文書 124 

27）宇佐益永文書 141(『史料』29巻）、小山田 158等。 

28）小山田 172 

29）小山田 178、179 

30）宇佐宮成文書 177（『史料』24巻） 

図 稲垣栄三『古代の神社建築』昭和 48年,第 83図, 

p.78. 
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